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Abstrac!s.

One of the important problems arising from the use of double conductor-transmissioll line

is the closing up of conductor under the effect of short circuits.

Report Ⅶ
, made some theoritical treatments about the verticallayout of double conductor･

I.緒 言

複導体送電方式として最も国,E)の払われて来たのは

-相の導体数2本を水平に配列した2導体方式であつ

た｡しかしこの方式ほ必ずしも最適のものでなく特に
】ur

短絡電流等の電気力又は風圧等による"Sticki工】g"現

象を避けるためには2導体を垂直同一面内に上下に配

置した垂直配列2導体方式の採用が考えられるのであ
(I)

る｡フラノスのF.Caben等はこの見地より水平並び

に垂直両配置の優劣を比較研究している｡しかしその

計算方法等の詳細ほ頚告されていない｡聾者ほ先に水

平配置複導体方式のSticking環象に関して塑論的取

扱いをなしたが戻すこ垂直配置の場合にはこれに所謂ス

1)
-I,ジャップの理論を導入する計算方法を行って

みた｡以下これ等の点につき述べる｡

2. S-t圭cki盟ま現象に関するF.Cahenの研究

F. Cahenは複導体送電方式に関する報告の中で

水平並びに垂直両配置の2導体方式に於ける比較を

Sticking の面より行っている｡ Sticking現象を誘

起する原鍔は短絡等の故障電流による電磁力の外風

圧,氷雪等も又重責である｡第1表はF. Cahen甘こ

よりSticking及びunsticking の状態を垂直,水平

両者につき比較した結果である｡彼の痘論は第2表に

示す如くであって StickiI-gを避ける為のspaCerの

数は垂直配置の方,9ミほるかに少くて殆ど其の必要を認

めない｡

保第2真の結果ほ風圧に依るSticki王】gに就いても

あてはまるものである｡

第1表 水平,垂直配置のSticking電流比較

配置㌻

同相線間
距離

iStickingする電流値(Ampere)
l一ヨ∈;

F計算倍.測定値

gの電流値(Ampere)■

値測定値
‖
u

】ー~ー
inchs廟1方法

i

'第2方法 最′l＼

I

舞2方鏡最小!最大
g

I
ー
H

水平;
i
HH

812

1216

1624

920 ~~pー:970!

.■二烹F車1二烹
730

胆⊆⊆⊆■引

16

24

⊆⊇F⊆⊆⊆⊆F⊆⊇
128811401260

2432 1476 17641300

垂直;

蘇/｣＼最大 最小.最大:最小 -▲大∃最小き最大

---i-ト---
1320;1180;1250

H16lI~~~~~蒜(2-0--I.~ーA
1650■1730二1100

‖

2.卜一~i-&{｢表諒u
1502240.1305ー

I_ー_____ー____I

1560!1420
)J



97

第2表Stickingをさける為のSpacerの最′J＼値

導体のスぺ-シソグ
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3. Thomas chartによる方法

送電線の地変計算について良く知られているTho･
り)

ma§-cbartはP.H. Tbomas氏により考案された一

種の図式解法であってその大要を説明すると径間長

1m,電線に加わる荷重1kg/mのとき水平蛮力TEの

種々の値に対する地産dご,電線実長LT,最大張力

Fc,は次式で示される｡

dx - Ta

(cosh云妄-
1)

La
-2 Tasinb去

Fa,=Ta, + dE

･･････････････-･･････････(1)

(1)式よりdL, L逆,に対するFa･の曲線を求めて

おきこれに依り任意の径間,水平張力に於ける地変を

算定するのがこのTbomas cbartの方法である｡今

垂直2導体が第1図vL示す如き位置でStickingする

場合Thomas-chartによってその条件を求めてみる｡

倍No-1 (上側)導体とNo-2 (下側)導体は無負

荷,無荷重に於いては唯位置が上下にDoだけずれて

いる以外ほは全く区別し得ない様な理想的に同一条件

で張られているものとする｡この場合の両線の張九

水平張力,線間距離,及び実長をそれぞれ, Tu, Ho,

Do,及びL.oとする｡しかる時は第2図Thomas-chart

上に於いてLIS, Ds,なる曲線は上述の如くして予め

求められてあるとすれば全く応用が無い時の実長を

Louとすれば古瓦7TDに関して次式が成立する｡

第1図 垂直配置複導体

OA =

L

-i(1十孟-)
f:ILO
S SOD

･･---t--･--(2)

従ってβ点が定まる｡両線がStickiI】gする条件と

しては導体No-1に単位長当り皇なる荷重がかかり又
導体No12の重量が単位長当りEだけ急に滅少したと

き両線の弛度差が丁度Doに等しくなるとしてこの様

なEを求め得れば逆にStickingする電流の大きさが

算定出来る｡従って第2図に於いて
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を満足する様にE,,E2両両点を求めたとすればNo-1

導体ほC'Kl'だけ地産を智加しNo-2はC7jg~~だ

け弛皮を滅少した事を意味する｡従って,

Kl′K2′ -D

(4)を満足する様にカ∵7トア/ドトライアルの方法

で瓦7南ミ選び得るならばその場合はSticking の条

件を満足する事になるからえの場合のEよりStick･

ingを誘起する臨界負荷電流値を求め得るo

4.地物線近似による計算落

第1図に於いて両線無負荷,無荷重の場合の両線の

地産は相等しくdoであるとする.又正にStickingせ

んとする場合の導体No-1の弛度をd1, No-2のそれ

をd2,とすると次式が成立する｡

dl-d2
-D

(Wu+E)S2
dl =

--I-:---･こ7+一一8Tl

(Wo - i)S2
(l3---∴ 占･T-~′

I-~~L-I.I8T2

第2図 Thomas-chartによりSticking表京
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今No-1,又No-2,各導体がSticking している状

態に於いて各々の電線突長をLl, L2,とすれば次式が

成立する｡

Ll-S(1･:-(普)2I
-Lo一指若)

･･･(9)

L2-S (1.i(訂〉-Lo-(-T#)
･･･(10)

(9) (10)両式に次の(ll) (12)式の関係を代入すれ

ば(13) (14)両式を得る｡

(Wo+f)

s (l･i (普)2i,-L｡-蕊.孟実㌘s2

s (1十38H旦諾)ヨ〉-L｡一語.孟去一語詔-s2
今ここで

iiLo--ETA-i- α

-??.__
SEA

とお桝ま(12)(1 )両式より

wo･f-d7〔〈1十,8H告)2ト〕/p･･-･･･-(16)

wu-i-(dl-D)〔〈1+38-(垂諾)3)-∝〕/β
--･-･-------(17)

両式より,LVを滑去すればdlむこ関して次の3次方程

式を得る｡

ad13+bd12+cdl+f-0 --･･･････-･-･･･････-･･(18)

ここに

16

aニ豆IS"i

b-長一D
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･f
-3L*十エーD-D

･･････････.･･･････-･..････(19)

(18)式を解きd1を求め(16)又は(17)式よりE:を

求めれば先に述べた'1110rnaSIChart と同様にして

Stickingを誘起する負荷電流を計算し得るのであるo
しかし実際軒こほ上の計算が非常に手数がかかりすぎる

ので大路の値を知る為に上側並びに7側がDo/'2だけ

各々地産を増滅した状聾でStickingするとして取扱

ってみると次の様にしてfは簡単に求められる｡即ち

地変設計式より次式を得る｡

(告)2(喜一K)-Ml -響･s2-･(20)
(Wo+f)S2

dl-du･%--8T ･････････････････.･････.(21)

上式よりTlを滑嘉して直ちに皇を求められるo

f-ぎ竺竺品数+K号‡8jLdI忘窒1トw(,
･･･････････････････････.･･-I(22)

ここに

Kニー吾一欝･･-･‥-･･･-････-.･･････-･･(23)
(22)式よりfを計算する事が出来るが(18)式に比較

すればやや不正確の結果しか望み得ないo

5.緒 言

複導体送電方式として垂直配置と水平配置との

Sticking現象に関する F.Cahen の研究並びに筆者

に依るSticking臨界電流を算出する2方法を述べた

が垂直配列方式についてほ未だ研究報告が少く未解決

の問題が多い｡我国の如く積雪の多い地点に於いては

複導体方式の垂直,水平何れが適当しているかは更に

ス1) -トジヤ/ブ等の諸点より検討を要する問題であ

る｡
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